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 項目 度数（人） ％ 
年齢階級    
 20歳未満  3  3.1 
 20～24歳 21 21.8 
 25～29歳 27 28.1 
 30～34歳 27 28.1 
 35～39歳 12 12.5 
 40歳以上  2 2 
 無記入  4  4.1 
回答時の産後日数   
 2日目  9  9.3 
 3日目 28 29.1 
 4日目 28 29.1 
 5日目 21 21.8 
 6日目  6  6.2 
 8日目  1  1.0 





















項目 度数(人) ％ 
もともと知っている内容だった 54  56.2 
特になんとも思わなかった 21  21.8 
DVについて知らなかったが今回知った  8   8.3 
その他  8   8.3 
無記入  5   5.2 










項目  度数（人） ％ 
知っている  18  18.7 
 友人  8   8.2 
 自分  5   5.2 
 その他の人  5   5.2 
 親戚  4   4.1 
知らない  68  70.8 
どちらともいえない  6   6.3 
無記入   4   4.2 
合計  96 100.0 
 
表4．DVの相談場所「配偶者暴力相談支援センター」の認知度 
項目 度数（人） ％ 
知っていた 58  60.4 
知らなかった 35  36.4 
無記入 3   3.1 
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表5．DV被害で悩んだ場合の希望する相談先 
N=96（100％） 複数回答 
項目 度数（人） ％ 
友人 61 63.5 
DV相談機関 56 58.3 
家族 41 42.7 
警察 19 19.7 
助産師・看護師 10 10.4 





























表6．場所別ポスター掲示の気づき，分かりやすさ，見やすさ N＝96（100％） 複数回答 
 気づいた場所 分かりやすかった場所 他の人を気にせず見 やすいと思った場所 
項目 度数（人） ％ 度数（人） ％ 度数（人） ％ 
病棟の授乳室 72 75.0 58 60.4 37 38.5 
産婦人科外来の診察時の更衣室 46 47.9 36 37.5 44 45.8 
産婦人科外来のトイレの個室の中 28 29.2 26 27.1 40 41.7 
 
表7．場所別カード設置の気づきやすさ，分かりやすさ，取りやすさ N＝96（100％） 複数回答 
 気づいた場所 分かりやすかった場所 他の人を気にせずカードを取りやすいと思った場所 
カード設置場所 度数（人） ％ 度数（人） ％ 度数（人） ％ 
病棟デイルーム 63 65.6 26 27.1 11 11.5 
病棟授乳室 47 49.0 53 55.8 14 14.6 
産婦人科外来診察時の更衣室 45 46.9 43 44.8 51 53.1 
産婦人科外来トイレの個室の中 27 28.1 25 26.0 47 49.0 





















































項目 度数(人) ％ 
特に何とも思わなかった 61 63.5 
今後，自分や友人・知人に活用できそうだ 23 24.0 
もらって嬉しかった  3  3.1 
困った  1  1.0 











時期 度数（人） ％ 
妊娠初期（2～4か月） 43 44.8 
妊娠安定期（5～7か月） 15 15.6 
妊娠後期（8～10か月）  6  6.2 
出産後（入院中） 37 38.5 
産後1ヵ月健診時 15  6.0 
どの時期も必要ない  6  6.2 
















項目 度数（人） ％ 
とても良いことだと思う 69 71.9 
良いことだと思う 18 18.8 
どちらともいえない  5  5.2 
よいと思わない  1  1.0 
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